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に対して厳しくなっている。雄大性と調和性によって優劣が判定される 10)跳馬におい

ては、跳躍の高さや距離、全ての局面において美しい演技の実施が求められている。

女子において、近年、国際的には「ユルチェンコ 2回半ひねり」を実施する選手が増

加してきているが、日本国内では現在「ユルチェンコ 2回半ひねり」を実施している選

手は見られず、「ユルチェンコ 2回ひねりJを実施している選手が散見できる程度に留

まっている。高難度の技を実施するためには、より高い第 2空中局面の最高上昇高とよ

り長い滞空時間が必要である 35)とあることから、日本の選手は、第 2空中局面での宙

返りの雄大さに欠けていることが、国際的なレベルから遅れをとっている要因であると

考えられる。

そこで本研究では、高難度の「ユルチェンコ」技群を実施するための基本となる「ユ

ルチェンコ」の技術を探ることにより、技の習熟、跳馬における Dスコア向上に貢献

できるものと考える。
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第2章関連文献の考証

第 1節 体操競技の本質的特性および競技特性

(1)体操競技の源流

体操競技の源流はヤーン(Jahn，F.L. 1778・1852)によって提唱されたトウルネン

である。当時のドイツはナポレオンに敗れ、その支配下にあり、退廃的な雰囲気が漂

う中、若者に身体運動によって力と勇気を喚起させるべく誕生した 10)0 1811年に、ベ

ルリン郊外のハーゼンハイデに体操場(図2参照)を開設すると、若者たちの心を捉

え、ドイツ全土に普及し、国民運動にまで高まった 15)0 1812年にはさらに体操場は活

気を増し、運動の数は膨れ上がり、互いの出来栄えを競争し合うようになった。数多

くの運動が考え出され、技の変化も生み出されるようになり、ヤーンは体操を基礎づ

けるため、技能、教養の優れた者たちを集め体操芸術家同志会を作った 1九 こうした

ヤーンの意図的な努力によって、体操競技の礎が築カ亙れたのである。

図2 ハーゼンハイデの体操場(文献 17)より転載)

その後の 1820年から 20年以上に渡り、 トゥルネン禁止令が発令された。その問、

屋外での体操は見られなくなったが、人々は密かに屋内で練習し続けた。禁止令が解

除されると、トウルネンは学校やクラブへ普及し、 1846年には南ドイツで初めての競

技会が聞かれ、その後ヨーロッパ各地で聞かれるようになり、 トウルネンはスポーツ

として急速に発展するに至った 10)15)。

19世紀半ばになると、体操の技を競い合う愛好者はさらに増加し、競技会が聞かれ

る範囲が国家の規模に達したため、 1881年に現在の FIG(国際体操連盟)の前身とな

るヨーロッパ体操連盟が結成され、国際的な規模の競技会へと発展させる大きな原動

力となったのである 9)10)。
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(2)体操競技の本質的特性

人間の日常生活において、歩く、跳ぶ、投げる、身体を曲げ伸ばしするといった

様々な運動形態が見られ、多くのスポーツはこうした運動がスポーツ化されたもので

あり、日常性からかけ離れた運動形態は少ない。しかし体操競技は日常生活では見ら

れない動き、すなわち「倒立」や「宙返り」をするといった風変わりな運動形態が見

られる。金子 10)はこうした運動形態を、体操競技の本質的特性として「非日常的驚異

性」と述べている。

岸野 14)は個人種目の運動技術という共通の特性をもっスポーツの中で、体操競技を

「一定のフォームの形成を課題とするもの」、陸上競技や競泳を「個人の最高能力の発

揮を課題とするもの」と分類している。また、金子 10)は陸上競技等において、いかに

風変わりな運動をしても、今までの記録を上回る成果が出ない限り、無意味で、あると

述べている。

例として、 1968年に行われたオリンピック・メキシコ大会での陸上競技の「走り高

跳び」で、背面からパーを越える「背面跳び」を発表した選手が優勝した。それまで

は足先からバーを越える跳び方が一般的であったのに対して、頭から背中越しにパー

を越える跳び方は、当時では非常に珍しかったに違いない。しかし、この「背面跳

び」は風変わりな跳び方を見せるために実施したのではなく、より高いパーを跳び越

すために、すなわち最高能力を発揮するために実施されたのである。今までとは違

い、特殊で観衆を驚かす運動形態が評価されたのではなく、今までの記録を上回り、

優勝したことによって評価されたのである 10)。

体操競技の運動形態は、陸上競技や競泳のように記録を出すために行うものではな

く、動きやフォームそのものが目的として要求されるのであり、運動形態が「非日常

的驚異性」を求め、評価を受けるのである。しかし、あまりにも「非日常的驚異性」

に偏りすぎると、それは体操競技の求めるものではなく、サーカスや曲芸である。

そこで金子 10)は体操競技の本質的特性として、「姿勢的簡潔性」の重要性も指摘し

ている。膝を伸ばした姿勢は曲げた姿勢よりも簡潔であり、つま先まで伸ばすことで

脚の線を切らずに延長で、きるため簡潔で、あることから、人々を魅了するのである。

この「非日常的驚異性」と「姿勢的簡潔性」が体操競技の本質的特性であり、運動

の「難しさj と運動の「美しさ」が相互に関連し合いながら、体操競技の運動特性を

形作っているのである。
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(3)体操競技の競技特性

競技スポーツの勝敗の決定方法によって、測定競技(陸上競技・競泳等)、評定競技

(体操競技・フィギュアスケート等)、判定競技(球技系:サッカー、バレーボール

等、格闘技系:柔道・ボクシング等)の 3つに大別することができる 11)。

体操競技は評定競技系のスポーツであり、単に運動の結果だけではなく、運動経過

の出来栄えを加えて勝敗を決定する特徴をもっていて、その出来栄えを評価して点数

に表す競技である 10)。すなわち、どれだけの回数の運動をしたか、どれだけ長い時間

運動したかといった単一の尺度から得られた資料による評価ではなく、運動経過の良

否や、動きの質を定められた規則に基づいて判定し、演技の優劣を競う競技特性を有

しているの。

そして、演技の優劣を判定するための規則は、採点規則として詳細に定められてい

て、どのような技をどのように構成したかという演技の価値と、どのように行ったか

という演技実施の出来栄えが採点、の対象となる。選手は難しい技を多く構成すること

によって演技の価値を高めるとともに、動きの雄大さや、技の習熟度を重視した演技

の実施が求められている。

第2節跳馬の発達史と種目特性

(1)跳馬の起源

跳馬の起源はローマ帝国時代に遡る。兵士の乗馬術の鍛錬のために、木馬を作り、

それに跳び乗る、跳び下りる訓練が始まりであり、体操競技における器械種目におい

て最も歴史が古く、最も伝統的な種目である 10)。最初は生きた馬の形をした木馬(図

3-1、3-2参照)が使われていたが、 19世紀になりヤーンのドイヅ体操の中で取り

入れられたことから、木馬から頭や尻尾が徐々に取り除かれ、簡素化され、今日の跳

馬の形へと変化していった 17)0 19世紀半ばになり、スポーツ競技として行われるよう

になっても、伝統的な乗馬術的発想から脱却できなかった。それは乗馬術として、正

確に馬に挑び乗ることが前景に立っていて、その跳び乗る過程がどれだけ良い出来栄

えであるかが問題の中心になっていたからである。その後、馬上での運動形態の違い

によって跳馬とあん馬に発展し、跳馬は助走から踏み切り、空中に跳び上がってから

手を突き、着地するという今日と同様の運動形態となった。
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図3-1 木馬型の跳馬(文献 10)より転載)

図3-2 18世紀初頭の跳馬(文献 10)より転載)

(2)器械の変遷

18世紀の跳馬は、生きた馬と同じように頭と尻尾がある木馬であった。 19世紀に

なると、木馬から徐々に簡素化されていき、その後2001年まで用いられていた、あ

ん馬の把手を取り除いた形状となった(図 4-1参照)。

当時、男子は高さ 1m35cmで、縦置き、女子は 1m10cmで、横置きで、縦置きの男子の

跳馬では着手する位置に制限があり、技術的構成要素に影響を及ぼすとともに、減点

の対象となった 10)。この着手における減点、は 1979年に撤廃されるまで継続された 28)

29)。一方、横置きの女子の跳馬では必然的に 30cmの範囲内に着手しなければならず、

それ以外の着手は大きな事故につながるため、減点といったシステムの必要がなかっ

た 10)。跳馬の着手する部分の質感や、全体の形状等、若干の改良はあったが、形状そ

のものが大きく変化することは長いことなかった。

20世紀後半になると、跳馬の競技化は進展し、技術のレベルはより高度なものへと

発展していった 18)。それに伴って、着手の失敗等において大きな事故や怪我をする選
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手が増えていった。こうした背景のもと、 2001年に従来の跳馬の形から大きく異なっ

た「テーブ、ル型」の跳馬が導入されるという、体操競技の器具の歴史において、画期

的な変革がなされた(図 4-2参照)。

2001年に FIG(国際体操連盟)で認定された新型跳馬は、 2001年8月に行われた

ユニバーシアード・北京大会で採用されて以来、同年の国際大会でも採用され、日本

では 2002年の NHK杯から採用され、今日の跳馬に至っている 23)。従来の細長い跳

馬と比較すると、新型跳馬は跳馬の表面に傾斜ができた点と、男子では横幅が約3倍

に広がり、女子では縦幅が約 1m長くなった点が、特徴として挙げられる。新型跳馬

の導入により、選手が安全に、より雄大な跳躍を実施することが可能となった。

図4-1 旧型の跳馬(文献 36)より転載)

(3)跳馬の種目特性

図4-2 テーブル型跳馬

跳馬は、助走して両足で踏み切り、跳馬上に着手し、跳び越して着地するという一

連の運動経過によって形づくられる。跳馬以外の器械種目は、難度が与えられている

技をいくつか連続して演技としているのに対し、跳馬は一演技ー技である。これは男

女ともに同様であるが、男子は助走のやり直しが認められず、完全な一本勝負であ

る。それに対して女子は減点を伴うものの、器械に触れなければ助走のやり直しが認

められるという点に、違いが見られる。他の器械種目においては、ある技で失敗をし

ても演技を立て直し、技の失敗をカバーすることができる可能性があるが、跳馬に関

してはこの可能性は遮断され、直接的に点数に反映されてしまう 10)。
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第3節 跳馬の採点規則と演技構成

(1)跳馬の演技

女子の跳馬の演技の特徴は、先にも述べたように一演技ー技である。これは競技会

の要求によって異なり、種目別決勝への出場を望む場合や、「変更規則IIJが適用され

るジュニア競技会を除けば、 1回の跳躍が求められている。

体操競技における全ての技は種目ごとに 5つの要求ク*ループに分類されており、跳

馬の要求クマループ、および現行の難度表紛に記載されている技の総数は表 1の通りで

ある。

表 1 跳馬の難度表および技の数

第 1/第2空中局面でひねりを伴うまたは伴わない、宙返りの
グループ1 21技

ない跳躍技(倒立回転とび、ヤマシタとび、ロンダート入り)

第 1空中局面で l回 (360
0
)ひねりを伴うまたは伴わない前

グループ2 方倒立回転とび~第2空中局面でひねりを伴うまたは伴わな 14技

い前方または後方宙返り

第 1 空中局面で 1/4~1/2 (900 ~1800 )ひねりを伴う倒立

グループ3 回転とび(ツカハラ)~第 2 空中局面でひねりを伴うまたは 12技

イ半わない後方宙返り

ロンダートから第 1空中局面で後ろとび3/4(270
0 
)ひねり

グノレープ4 を伴うまたは伴わない入り(ユルチェンコ)~第 2 空中局面 19技

でひねりを伴うまたは伴わない後方宙返り

ロンダートから第 1空中局面で後ろとび1/2(180
0 
)ひねり

グループ5 を伴う入り~第2空中局面でひねりを伴う、または伴わない 11技

前方宙返りまたは伴わない前方宙返りまたは後方宙返り

選手が種目別決勝への出場を望む場合、規則として

a)選手は 2回の跳躍を実施しなければならない、 2回の平均が最終スコアとな

る。

b) 2回の跳躍は異なるグループでなければならない。

c)異なる第2空中局面でなければならない。

と定められている。 2回の跳躍のグループが異なっていない、または第2空中局面が
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異なっていない場合は、 2回目の跳躍スコアから減点される。

ジ、ュニア競技会で適用される「変更規則IIJでは、 2回の跳躍を実施し、良い方の

スコアが点数となる。この場合は異なった跳躍グループや異なる第2空中局面の技を

実施する必要はない 33)。

(2)跳馬の採点

体操競技は日本体操協会公認の審判員によって採点される。難度点、構成要求、各

種目の規則に基づいた組み合わせ点を評価する D審判と、実施欠点、芸術性の欠点、を

評価する E審判に大別される。審判員は、スポーツマンシツプの精神のもと、一切の

偏りもなく公平、公正に審判することが求められている。

跳馬は、着手前の空中局面(第 1空中局面)、支持局面、着手後の空中局面(第2空

中局面)、着地局面が採点、の対象となる。よって踏み切りより前の助走や、予備踏み切

り等は演技の出来栄えには関与しない。ロンダート入りの跳躍技のロンダートも採点、

の対象とはならない。

定められている 25mを超えた助走による跳躍や、着地マットに設けられたレーン内

に収まらない着地は、跳馬特有の減点、の対象である。この他に特有の実施減点、とし

て、表2が定められている。

無効となる跳躍として

a)助走をして、とび越すことなく跳躍板や跳躍台に触れる。

b)跳躍台に触れない実施。

c)ロンダート入りの跳躍技でセーフティーカラーの使用違反。

d)跳躍中の全ての補助行為。

e)足から先に着地をしない。

。承認されない不十分な実施、または跳躍台を足で、蹴つての実施。

g)禁止されている跳躍の実施。

h)種目別決勝のための予選または種目別決勝において 1回目の跳躍技を

2回目の跳躍で繰り返す。

という規則が定められている 33)。

2009年版採点規則 32)と2013年版採点規則 33)を比較すると、着手のずれ、ひねり

の時期、高さや距離に関する減点、が緩和されている。しかし、「過度なスナップ」とい

う項目が追加され、より正確な技術、姿勢での実施が求められていると考えられる。
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出場した選手 14名、第70回全日本体操種目別選手権大会、女子跳馬の決勝に出場し

た選手8名の演技構成をまとめた表は以下の通りである(表3参照)。

表3 各競技会の跳馬の演技構成

G1 G2 G3 G4 G5 

オリンピック・リオデ、ジ、ャネイロ大会 。 4 3 5 4 
全日本体操種目別選手権大会(予選) 。 7 12 9 。
全日本体操種目別選手権大会(決勝) 。 5 6 5 。
世界的なトッフ。レベルで、は、グループ 1を除けば大きな差は見られないものの、グ

ループ4の「ユルチェンコ」技群が最も実施が多かった。日本国内でも、グループ

1、グループ5を除けば大きな差は見られないが、グ、ループ3の「ツカハラ」技群が最

も実施が多かった。

国内の種目別選手権では「ツカハラ」技群の実施が目立つが、その「ツカハラ」技

群で実施された技の最高難度は、 5.0である。それに対して、次に多い「ユルチェン

コ」技群で実施された技の最高難度は 5.8であり、予選では3名の選手が実施してい

る。このことから、国内では難度の高い跳躍を実施している選手は、グ、ループ4の

「ユルチェンコ」技群を実施していることがわかる。

第4節 「ユルチェンコ」の出現と発展経緯

(1) Iユルチェンコ」の出現

1970年代に女子体操競技の跳馬で多く実施されていたのは、「前転とび」や「ツカハ

ラとび」であり、その後は第2空中局面に宙返りやひねりを加えた技が実施されるよう

になった。 1970年からの 10年間で「前転とび」技群と、「ツカハラ」技群で 10種類以

上の技が新しく出現している。その後、 1982年に行われたモスクワニュース杯で、旧

ソ連のユルチェンコ選手によって、跳馬に向かつて後ろ向きで踏み切って跳躍するとい

う全く新しい革新的な技が発表された 3)。それが「ユルチェンコ」である。「ユルチェン

コ」の運動構造は、助走からロイター板に向かつてロンダートを実施し、 後ろ向きで

踏み切り、後転とびで跳馬上に着手し、後方伸身宙返りを実施する技である。

この跳躍技群は、 1981年行われたチェコスロパキア革命記念杯で、旧ソ連のレベン

コフ選手によって、「ロンダート後転とび~後方かかえ込み宙返りJが先に発表されて

いる 34)。しかし、跳馬の特性上踏み切る前に予備的な運動が行われることが好ましくな
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いとして、男子ではロンダートからの踏み切りは禁止となり 3)49)、1989年版採点規則

30)に記載されるまでの問、容認されなかった。

一方、女子では発表後すぐに容認された。しかし、当初は他の跳躍に比べて助走が

遅く、スピードや高さも劣っていた 6)。しばらくして速い助走からロンダートがさば

かれるようになると、より鋭い着手と、スピードのある回転が可能となり、第2空中

局面の雄大さと安定さを作り出せるようになった 38)。発表から 10年間で「ユルチェ

ンコ」技群の跳躍技は急速に発展し(表4)、女子の跳馬の主流となっていった。

表4 女子跳馬における「ユルチェンコ」技群の出現経緯 3)

年 技名 発表者

1982 ロンダート後転とび~後方伸身宙返り ユルチェンコ

ロンダート後転とび~後方かかえ込み宙返り
1982 ユルチェンコ

1回ひねり

ロンダート後転とび~後方伸身宙返り
1982 ユルチェンコ

1回ひねり

ロンダート後転とび~後方伸身宙返り
1984 シュシュノワ

1、1/2ひねり

ロンダート後転とび~後方伸身宙返り
1986 ブ、ルヤヒナ

2回ひねり

ロンダート後転とび~後方伸身宙返り
2000 アマナール

2、1/2ひねり

(2) IユルチェンコJに関する研究

「ユルチェンコ」に関する研究は、「ユルチェンコ」そのものを取り上げている研究

より、「ユルチェンコ」技群を考察し、技術解明、コーチングの提言を目的とした研究

が、モルフォロギー的観点、および、バイオメカニクス的観点から行われている。「ユルチ

エンコ」技群の運動構造全体を通してというよりは、いくつかの局面に焦点、を当てた

研究が行われている。

「ユルチェンコ」技群の技術の研究として、中島ら 26)は、「ユルチェンコ 1回ひね

り」を実施することができる者と、実施することができない者を被験者とし、それぞ

れの試技を各身体部位の角度変化グラフ、速度グラフ、重心速度グラフを用いて、考
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察を行った。その結果、「ユルチェンコ 1回ひねり」を実施することができる者は、助

走から踏み切り局面までに十分な速度が獲得されていて、肩角を十分に聞き、腕と身

体が一直線で着手している。その結果として離手局面での回転力も獲得でき、ひねり

を加えることができている。未熟練者は踏み切り局面での腕振りの遅れから、十分な

速度を獲得できず、腰の屈曲によって回転力を得ていたため、ひねりを加えることが

できない。着手から離手にかけての身体動作と、踏み切り局面で身体を反らさず肩角

を十分に広げること、着手の際は腕と身体が一直線であることが重要であると述べて

いる。 Michaelら21)も、運動中の各身体部位の角度と関節トルクをデータとして用い

て考察を行い、助走から踏み切りまでが跳躍に大きな影響を与えると述べている。ま

た、 Michaelら22)は、跳躍前の速度と大きな角運動量を維持し、身体がまっすぐの状

態で着手に入ることに焦点を当てるべきであるとも述べている。土屋ら 45)は、「ユル

チェンコ 2回ひねり」または「ユルチェンコ 2、1/2ひねり」を実施している男子選手

を被験者として、バイオメカニクス的考察を行った。「ユルチェンコ」の回転の勢いを

決定するのはロンダート局面であり、「ユルチェンコ」の鉛直速度の増大に影響するの

は踏み切り局面であると述べている。これらの研究により、「ユルチェンコ」の重要な

技術はロンダート局面、および踏み切り局面にあるものと考えられる。

着手局面の研究として、遠藤ら 4)は、着手の方法を 2つに分け、多くの選手が行っ

ている内側に指先を向けた着手方法と、近年のアメリカの選手が行っている外側に指

先を向けた着手方法を考察した。外向きでの着手は回転不足が生じやすくなるが、着

手までのスピードがあれば高さを得やすい着手方法であると述べている。また古川 7)

は、モルフォロギー的観点、から考察しており、踏み切り直後に素早く腕を振ること

で、肩角度がつかずに低い姿勢で着手でき、後の突きを得ることが可能となると述べ

ている。

離手局面の研究として、立花ら 41)は、バイオメカニクス的研究を行っており、身体

重心点の速度と離手時の角度をもとに考察した。離手時のとび出し角度が大きく、上

方への速度が大きいことが、より良い第2空中局面の実施につながると述べている。

山脇ら 48)は、「ユルチェンコ」技群の第2空中局面に与える要因を考察している。

助走速度が速くなると、第2空中局面の滞空時間は長くなり、身体の回転角速度が速

くなる。着手の角度が小さくなると、第2空中局面の滞空時間は長くなると述べてい

る。このことからも、助走のスピードを最大限活かしながらロンダート局面へと入る
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ことが重要であると考えられる。

コーチングに関する研究として、竹田 44)は「ユルチェンコ」技群を習得するための

ポイントとして、「スピードのある助走・ロンダートからのロイター板への踏当ての正

確性Jと「踏切りからの着手の技術」を挙げている。そのうえで練習方法を考案して

いるが、助走スピードの問題、助走からホップの仕方、ロンダート、および着手の技

術の分析がまだ不十分であると述べている。

以上のことから、「ユルチェンコ」および「ユルチェンコ」技群は、助走から踏み切

りまでに速度を獲得すること、踏み切り局面、着手局面、離手局面の技術の重要性が

指摘されている。しかし、実際に「ユルチェンコ」を実施している選手の運動経過を

観察すると、先行研究とは異なった方法で実施している選手も見られる。

そこで「ユルチェンコ」の新たな技術を、探る必要があると考えられる。

第5節助走に関する研究

助走に着目した研究や報告は、これまでにもいくつかなされておりk、そのほとんど

が助走の重要性を述べている 2幻)1ω6め)2刈4心)3却扮9的)4紛0的)4必紛3吟)4的7η)

助走速度に着目した研究として、高松ら 4必制3め)は、レーザー式速度測定装置を用いて助

走の開始から踏み切りまでの速度変化を分析した。通常の跳躍の選手は踏み切りから

5m手前で最大速度に達するのに対し、「ユルチェンコ」技群の選手は「ロンダート」

に入るまで加速し続けていた。助走開始直後から大きく加速することが、助走速度を

大きくするために重要で、跳馬の形状による差は見られないと述べている。日本体操

協会研究部 35)も、助走速度を速めるためにはスタート直後に加速することが重要であ

り、踏み切り前の速度は離手後の速度にも影響すると述べている。津村ら 47)も、熟練

者は助走の早い時期にトップスピードに達すると述べている。溝口ら 24)は、難易度の

高い跳躍を実施する選手ほど速度の低下が少ない傾向があると述べている。

助走速度と価値点、助走速度と得点、との関係について述べている研究も散見できる

2)ω43)。男子体操競技委員会研究部 2)は、踏み切り前の加速が大きい選手ほど、価値

点が高い跳躍を実施していると述べている。熊谷 16)も、通常助走の跳躍では助走速度

を上げ第2空中局面の高さを獲得することが、価値点、を向上させるための要因である

と述べている。一方で、高松ら必)は、被験者の競技レベルが均一に近かったものの、

助走速度と価値点、得点、との相関は見られなかったと述べている。このように有意な
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相関関係を示すものと示さないものが混在しており、助走速度を大きくすれば価値点、

や得点、が高くなるとは、一概には言い難いと考えられる。

第6節側性

フェッツ 5)は側性を、「人間における一方の側の機能的優先」としている。利き手

のように、片側を優先的に機能させることと同様に、多くのスポーツにおいても側性

は顕著に現れる。例として、走り出す際に最初に踏み出す足や、ボールを蹴る足等が

挙げられる。体操競技においては、ひねりを伴う技のひねりの方向や、跳躍の際の踏

み切り足に見られる。

本研究で取り上げる「ユルチェンコ」は、助走からロンダートを実施して後ろ向き

で踏み切る技である。ロンダートは側方倒立回転の発展技であり、ひねりを伴うこと

で、前向きの運動を後ろ向きの運動にするため、「ユルチェンコ」のみならず、ゆか、

平均台といった種目においてほとんどの選手が実施している。特にゆかでは、男子は

「後方系の跳躍技J31)、女子は「前方/側方と後方の宙返り」紛が要求されており、

後方の宙返りが必ず演技に取り入れられるため、ロンダートは体操競技において不可

欠な技である。

ロンダートは、選手によってひねりの方向が異なるが、これは倒立や側方倒立回転

の練習の段階で、踏み切り足と振り上げ足の決定に影響される 13)27)。加納ら 13)によ

ると、左ひねりのロンダートを実施する選手が圧倒的に多いことがわかっている。

ロンダートの側性は、その次の運動にひねりが加わる際に大きく影響する。すなわ

ち、ロンダートの次の運動がひねりを伴わない場合は大きな影響を与えない。「ユルチ

エンコ」はロンダートの次に後転とびというひねりを伴わない運動を行うため、その

後の第2空中局面、および「ユルチェンコ」の出来栄えに影響をもたらさないと考え

られる。

第7節 モルフォロギー的研究方法

(1)モルフォロギーとは

モルフォロギー (Morphologie)は日本語としては「形態学」と訳される。人体器官

の形態を研究する場合や、スポーツ体系の考察等、形態学は幅広く用いられている。

しかし、ここでのモルフォロギーとは、ゲーテ (Goethe)が提唱した現象学的な学問
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であり、動植物の成長を観察し、記述する学問である。このモルフオロギーを運動研

究の根底に据えたのが、旧東ドイツのマイネル (Meinel)である 1)14)。

モルフォロギーは運動を研究していく際に、取りかからなければならない第一の段

階である。その対象は形態を持った運動遂行であり、それは具体的に示され、その遂

行の構造の諸徴表に基づいて研究されなければならない 20)。モルフォロギーの対象は

現実に与えられたスポーツ運動の現象であり、それは映画(ビデオ)によって客観化

することが可能となる。それは、我々の感覚器、特に直接目に訴えられる運動形態の

把握と記述が前景に立てられる。映画は、止めての観察や反復して何度も見る等、厳

密な観察が可能となる。また、個々の運動の習熟が形成されていく発達位相の比較考

察や、運動系に関する発生についての発達段階を比較考察することが可能となる 19)。

実際の運動は感覚を通して認知されるものであり、視覚、聴覚、触覚等により外か

ら知覚する他者観察と、自分自身の運動を運動覚、筋覚、運動性分析器の助けによっ

て中から知覚する自己観察がある。スポーツ運動、特に体操競技やフィギュアスケー

ト等の評定競技系 10)では、技術の評価に加えて、感性学的評価が求められる。

(2)他者観察

他者観察 (Frerndbeobachtung)は視覚、聴覚、触覚等を通して他者の運動や自分の

身体部位の運動を、あるいは視覚機器を用いて収録された他者や自分の運動を、客観

的な対象として観察することを意味している。実際に行われている運動や映像として

再生されている運動を、直接観察することは印象分析と呼ばれている 1)。

他者観察を行ううえで最も重要なことは、運動経過の中に本質的な運動徴表が見抜

けるかということであり、正確な印象分析が求められる。実際に運動を行っている他

者に潜入し、その自己観察を通して他者の運動感覚を自分自身のものとして感じ取る

能力、すなわち運動共感能力というものがある。この運動共感能力は、指導者にとっ

て不可欠な能力であり、常に訓練を必要とする 19)。

(3)自己観察

自己観察 (Selbstbeobachtung)は、内観もしくは内省と呼ばれ、「自己の意識体験

をみずから観察すること」を意味している。意識体験の経過中に同時に観察する同時

的内省と、経過した後に追想、によって観察する事後的内省に区別される。一瞬の自分

の運動経過を素早く感じ取り、その変化に臨機に対応していくことができる一流選手

の卓越した能力は、運動の自己観察能力に支えられているという場合には、同時的内
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省が問題となっている。また、多くの経験を有し、訓練を積んだ一流選手は、自分が

運動した後に極めて正確な体験残像を持ち、自分の行ったことを正確に報告できると

いう場合には、事後的内省が問題となっており、これらは同ーの事柄ではない 1)。

自己観察による研究方法は、完全な信頼を得ることができるわけではない。しか

し、多くの自己観察が客観的手段によって追検証できることから、この不十分さは補

うことができる。よって、自己観察の研究方法をなしに運動研究を行うことはできな

。
、‘，，，nツ

唱
E
A

、
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第8節 運動質を把握するためのカテゴリー

カテゴリーによる運動の把握は、スポーツ教育学的研究の中核をなすものであり、

運動全体の諸徴表を表すものである。

マイネルは、運動質を把握するために「運動の局面構造」、「運動リズム」、「運動伝

導」、「運動流動」、「運動の弾性」、「運動の先取り」、「運動の正確さ」、「運動の調和」

という 8つのカテゴリーを提唱している。これらは、運動経過の中から最も重要な特

徴を分離し、その徴表と固有性を客観的に表すものである。このカテゴリーによっ

て、膨大な数である個別なるものを、ほとんど一望に収めて捉えることが可能とな

る。

運動経過をカテゴリーによって把握することは、具体的なるものから抽象的なるも

のへ、個別的のものから一般のものへ、という本質について深く考えることを意味す

る。また、細部にわたる運動分析においては、頭や腕や脚等の部分的運動が区別され

るが、常に運動全体との関連性ということを念頭に置く必要がある助。

本研究では上記の 8つのカテゴリーの中でも「ユルチェンコ」と特に関係があると

考えられる、「運動伝導J、「運動流動」、「運動の先取り」に着目し、考察を進めるもの

とする。

(1)運動伝導

運動経過を詳しく観察すると、全ての関節や四肢で同時に運動が開始されるのでは

なく、ある一定の順序が見られる。この現象を運動伝導 (Bewegungsuubertragung)

とマイネルは名付け、「運動の経過形態において知覚できる個々の身体部分ないし関節

の運動順次性」と定義づけしている。運動伝導は、胴体から四肢と四肢から胴体の 2

つに区別される。詳しく運動を分析する際には、この区別をさらに分化する必要があ
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る。特に、頭から桐体への伝導に関しては、頭部から胴体への運動伝導と、頭部によ

る姿勢の操縦は密接に結びついているため、頭部の操縦機能として特別に区別されて

し、る 19)。

運動伝導は物理学的には運動エネルギーの伝導を意味している。胴体は最も大きな

質量を持っており、強い筋群を有していることから、多くの運動において決定的な役

割を果たしている。従って、スポーツの成功は胴体の操作が正しく行われているかに

かかっている 19)。

さらにマイネルは、多様な胴体操作の理解を明確にするために、「上下の網体操

作J、「水平の胴体操作」、「胴体の回転J、「ねじり動作」、「胴体の反り」の 5つに区別

している 19)。

(2)運動流動

運動流動 (BewegungsfluB)とは、運動経過が途切れることなく、常に流れるように

行われることであり、空間的、時間的、力動的な過程の中に表れる。優れた運動は、

空間的には「かど」がなく曲線的な動きであり、時間的には速度の変化が徐々に移り

変わり、力動的には緊張と弛緩が流れるように移行することを示す。これらは空間

的、時間的、カ動的な過程のみに表れるのではなく、運動経過にも同時に確認され、

相互に密接に結びつきあっているものである 19)。

多くの運動の場合、導入動作は主要局面の開始にあたり不可欠の筋の緊張を作り出

す。しかし、その時間的経過の中で停滞や休止が現れると、適切な筋の緊張が起こら

ず、スムーズさのない運動へとなってしまれこれは余分に力を消耗し、疲労に繋が

るため、非経済的で、ある 19)。

また、スポーツの運動経過の良否を判断する基準として、それまでの練習で獲得さ

れた協調の完全さを捉える指標となる運動流動を用いる。体操競技の採点、においては

顕著で、あり、同じ難度の構成であっても、運動流動のレベルによって点差が大きくわ

かれることがある 19)。

(3)運動の先取り

人間の行為は、いかなる場合であってもその行為の目的は前もって決まっている。

スポーツにおいては その目的が先取りされることで、運動の形態が、モルフォロギ

ー的に変容する。この現象をマイネルは、運動の先取り (Bewegungsvorausnahme)と

名付け、「先取りというのは、次につづく運動課題めざして先行する運動局面あるいは

18 



運動経過全体がモルフオロギー的に同調を示すことである」と述べている。また、そ

の変容は運動の全体構造にはっきり現れ、客観的に明らかに確認できるものである

19) 。

運動の先取りは、実施者が先に起こり得る運動を自分が行っているものとして、心

的に体験する。また、運動の先取りは、複雑な連続運動をスムーズに行ううえで重要

であり、それは実施者の豊富な運動経験によって決まり、意識的に訓練をすることで

正確なものへとなっていく。しかし、早すぎる先取りや遅すぎる先取りは合目的では

ないため、タイミングの良い運動反応に注意する必要がある 19)
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第3章研究目的

本研究は、跳馬における「ユルチェンコ」の技術を、モルフォロギー的観点、から解明

することを目的とする。
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第4章研究方法

第 1節実験構成

(1) rユルチェンコ」のモルフオロギー的実験構成

実験場面の模式図は図 5-1、図 5-2の通りに設定した。縦方向、横方向の 2方向か

ら客観的資料を作成するために、デジタルビデオカメラ (EX-FH25、CASIO社製)を

2台使用して撮影を行った。また、他者観察の資料とするために、デジタルビデオカメ

ラ (GZ-F100、JVC社製)を 1台使用した。

縦方向、横方向のデジタルビデオカメラには LED型シンクロナイザ(PH-106、DKH

社製)を取り付け、 2台のデジタルビデオカメラにおいて正確な局面を抽出できるよう

に配慮した。運動経過の観察および考察は、 主に横方向から撮影した映像をもとに作成

した運動局面図を用いて行った。

d~~ 

図5-1 実験場面(縦方向)の模式図

"---ー 8ョ一一/

図5-2 実験場面(横方向)の模式図
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実験構成における詳細は以下の通りである。

①第 1回実験

実験日時:2016年6月28日(火)

天候 :雨

場所 :順天堂大学さくらキャンパス・体操競技場

②第2回実験

実験日時:2016年6月29日(水)

天候 :晴れ

場所 : JI頂天堂大学さくらキャンパス・体操競技場

カメラ位置

縦方向 :高さ…床面から 740cm 

距離…跳馬の端から 210cm 

横方向 :高さ…床面から 125cm 

距離…跳馬の端から 800cm 

フレームレート : 125fps 

シャッタースピード:1/500sec 

撮影の際、運動局面図を作成するための基準とする基準板3個を同時撮影した。

各被験者には先行研究をもとに、次の身体各部位にテープを貼り、頭頂部で交差する

線の入った帽子を着用して撮影を行った。

1.手首点:尺骨茎状突起

2.肘点 :肘頭

3.肩点 :肩峰

4.腰点 :大転子

5.膝点 :排骨頭

6.足首点:排骨外果

(2)助走速度の実験構成

助走速度の実験場面の模式図は図 5-3の通りに設定した。被験者の後方から、レー

ザ一式速度測定装置 [LAVEG Sport， Jenoptic社製(以下、本研究ではLAVEGとす

る)Jを用いて測定した。
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また、客観的資料を作成するために、横方向からデジタルビデオカメラ (GZ-F100、

JVC社製)を使用して撮影を行った。

LAVEG 

守山r守、

25m 

((六
?一一日~

図5-3 実験場面(助走速度)の模式図

実験構成における詳細は以下の通りである。

実験日時:2016年 6月30日(木)

天候 :晴れ

場所 :順天堂大学さくらキャンパス・体操競技場

(3)未熟者群の「ユルチェンコ」の追加実験構成

2016年6月に行った実験のデータをもとに考察し、得られた熟練者の技術的傾向を

未熟練者に還元し、 1ヵ月の介入指導の期間を設けて再度撮影を行った。その際の実験

場面は第 1回、第2固と比較考察を可能とするため、図5-1、図5-2と同様に設定し

た。

実験構成における詳細は以下の通りである。

実験日時:2016年 10月11日(火)

天候 :曇り

場所 : '1頂天堂大学さくらキャンパス・体操競技場

デジタルビデオカメラ、シンクロナイザ、基準板、身体各部位のテープも、第 1回、

第2回の実験と同様に設定した。

第2節実験課題

被験者全員に今回の実験の概要を説明し、同意を得たうえで行った。

「ユルチェンコ」のモルフォロギー的実験では 1人3回、被験者本人の最もやりやす

い方法で、「ユルチェンコ」を実施してもらった。選手の安全性を考慮し、ピット(床
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面を深く掘り下げ、ウレタン素材のスポンジを敷き詰めた体操競技の練習設備)に、床

面より 20cmの高さになるように着地マットを設置したうえで、実験を行った。

助走速度の実験では、被験者本人の最もやりやすい方法で、「ユルチェンコ」を 1人

2回、跳馬を除いての全力疾走を 1人 2回、実施してもらった。「ユルチェンコ」の実

験と同様、選手の安全性を考慮した着地面の設定のうえで、実験を行った。

第3節被験者

被験者は順天堂大学体操競技部員から、「ユルチェンコ」技群を実施している女子選

手を被験者とし、 5名選出した。

被験者の詳細は以下の通りである(表5参照)。

表5 被験者プロフィール

身長 (cm) 年齢(歳) 競技歴(年)

被験者A 163.0 19 11 

被験者B 150.0 18 10 

被験者C 152.0 19 12 

被験者D 149.0 19 13 

被験者E 148.0 19 11 

第4節原資料の決定方法

デジタルビデオカメラで撮影した試技をコンビュータに取り込み、自己観察報告で最

も良い出来栄えであったと報告された試技を原資料とした。

また、(公財)日本体操協会公認一種審判員3名によって、各試技を 2013年版採点規

則 33)に基づいて採点、を実施してもらい、公式の競技会と同様に実施減点の合計を算出

し、その平均をもとに評価した。その際、安全性に配慮した着地面での試技となったた

め、着地局面を除いた踏み切りから第2空中局面までを評価の対象とした。

助走速度に関しては LAVEGで測定し、コンビュータに取り込み、最高速度が速い速

度を示した試技を原資料として考察に用いた。
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第5節考察方法

原資料をもとに以下の考察視点、を設け、それぞれの被験者の試技をモルフォロギー的

観点、から考察を行った。

a)審判員による評価

b)助走速度

c)ロンダート局面

d)踏み切り局面

e)着手局面、離手局面

第6節計測方法

原資料となる撮影した映像は、二次元のものであり、計測した角度、距離、高さは二

次元での数値である。計測はインク社製のPCソフト、FormFinderを使用して行った。

(1)審判員による評価

先述した通り実施減点の算出を行い、また、他者観察報告を併せて行った。

(2)助走速度

それぞれの被験者の助走開始時から踏み切りまでの区間の疾走速度を測定し、速度変

化、最高速度を算出した。LAVEGを使用しての助走速度の測定は以下の手順で行った。

被験者の後方から腰部に向けて、不可視光線を 100Hzで照射して、被験者の身体に

反射したレーザー光線が再び装置まで戻ってくる時間を計測した。光の速さは一定であ

るため、反射して戻ってくる時間を計測することで、助走の時間-距離の関係を求める

ことができる。導き出されたデータをもとに、距離-速度の関係を算出した。先行研究

43)において、ロンダートを行う跳躍は、姿勢の変化等が影響するため、跳馬から 8m手

前までのデータを測定の対象とした。また、跳馬を除いての全力疾走も測定し、「ユル

チェンコ」跳躍時と全力疾走時との速度の差を比較の対象とした。

なお、 LAVEGに関しては、先行研究 12)によって信頼性が示されている。

(3)ロンダート局面

片手が助走路上に設置された着手マットに着手した局面を縦方向の映像から抽出し、

腰点を中心として、肩点と腰点、振り上げ足の膝点、と腰点、を結んだ直線がなす角度を、

本研究では腰角とした。肩点、と膝点とが腰点を通り一直線上の時を 1800 とし、ロンダ

ート局面での腰角を計測した(図6-1参照)。
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また、両手が着手マットに着手した局面を抽出し、先に着手した手の手首点を中心と

して、進行方向に引いた直線と後に着手した手の手首点とがなす角度を用いて、着手位

置の差を計測した。なお、先に着手した手首点から進行方向に引いた直線を O。とした

(図 6-2参照)。

図6-1 ロンダート局面の腰角

(4)踏み切り局面

図6-2 ロンダート局面の着手位置の差

両足がロイター板上に接地した局面を着足時、両足がロイター板上から離れた局面を

離足時として抽出した。

着足時、離足時ともに足首点を中心として、床面に平行に引いた水平線と肩点とがな

す角度を、本研究では踏み切り角とした。足首点、から床面に平行にヲ|いた水平線を O。

とし、両局面での踏み切り角と、着足から離足にかけての推移を計測した(図 7-1、図

7-2参照)。

また、腰点を中心として、肩点と膝点、膝点、と腰点とを結んだ直線がなす角度を、ロ

ンダート局面と同様に腰角とした。肩点、と膝点、とが腰点、を通り 一直線上の時を 180
0

と

し、両局面での腰角と、着足から離足にかけての推移を測定した(図 7-3、図 7-4参

照)。
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図 7-1 着足時の踏み切り角

図7-3 着足時の腰角

(5)着手局面、離手局面

図7-2 離足時の踏み切り角

図7-4 離足時の腰角

両手が跳馬上に着手した局面と、両手が跳馬上から離手した局面を抽出した。

着手局面では手首点を中心として、跳馬上に引いた水平線と足首点とがなす角度を、

本研究では着手角度とした。なお、跳馬上に引いた水平線を O。とした(図8-1参照)。

離手局面では、着手局面で用いた水平線と足首点とがなす角度を、離手角度とした(図

8-2参照)。これらを用いて、着手角度と離手角度、着手から離手にかけての推移を計

測した。

また、シンクロナイザによって同調された縦方向の映像から、着手局面を抽出し、左

右の手首点を結んだ直線によって、着手時の手幅を計測した(図 8-3参照)。
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図8-1 着手角度 図8-2 離手角度

図8-3 着手時の手幅
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第 1節審判員による評価

(1)実施減点

第 5章結果

3名の審判員による各被験者の実施減点は以下の通りである(表6参照)。

表 6 実施減点

被験者A 被験者B 被験者C 被験者D 被験者E

決定点 13.600 13.400 13.100 12.600 12.700 

ーーーーーーー・・ーーーーーーー--・由ーーー ーー田園ーーーーーーーーーー ーーーーー圃ーーー園田ーーーー ー田ーーーーーーーーーーーー・・ 田昌司圃・ー回『四ーーーーーーー ーーーーーーーー圃ー田ー世田ー

実施減点合計 0.800 1.000 1.300 1.800 1.700 

算出された実施減点をもとに、実施減点の少なかった上位2名と、実施減点、が多かっ

た下位 3名を群分けし、本研究においてはそれぞれ上位 2名を熟練者、下位 3名を未

熟練者とした。

なお、表6中の決定点、は 2013年版採点規則 33)に基づいて、「ユルチェンコ」の Dス

コア 4.4を合計したものである。着地局面での実施減点、を除いて採点をしているため、

実際に行われている競技会の得点より高く算出されている。
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(2)他者観察報告

3名の審判員による他者観察報告は以下の通りである(表7参照)。

表 7 他者観察報告

被験者A 被験者B 被験者C 被験者D 被験者E

落下しながらの
審 上昇が見られず

着手後の回転が 回車云で、スピー
判 上昇が弱いが、 膝とつま先の曲 雄大さに欠け

遅く、回転不足 ドに欠け、距離
員 雄大である。 がりが目立つ。 る。ほぼ屈身で

に見える。 も不十分。屈身
X の実施。

に近い実施。

跳馬上で停滞が
審 跳馬上で停止が 跳馬上で停止が

見られ、第2空
判 一連の流れがス 全体的に勢いが 見られ、雄大性 見られ、第2空

中局面の雄大さ
員 ムーズで雄大。 ある。 に欠ける。屈身 中局面の雄大さ

に欠ける。屈身
Y に近い実施。 に欠ける。

に近い実施。

跳馬上で停止が
審 全体的にまとま

回転の勢いはあ 高さが不十分 高さ、距離が不 見られ、スピー
判 っている。少し

るが、姿勢が良 で、全体的に流 十分。屈身に近 ド、迫力に欠け
員 スピード感に欠

くない。 れた印象。 い実施。 る。屈身に近い
Z ける。

実施。
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図9-3 被験者Cの助走速度の変化と最高速度
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図9-4 被験者Dの助走速度の変化と最高速度
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(2)自己観察報告

助走局面の自己観察報告は以下の通りである(表8参照)。

被験者A

被験者B

被験者C

被験者D

被験者E

第3節 ロンダート局面

(1)腰角

表8 助走局面の自己観察報告

その日その日でリズムを合わせる。

速く走る。

速く走る。

速く走る。

腹筋に力を入れて走る。

各被験者のロンダート局面の腰角は、以下の通りである(図 11-1から図 11-5参

照)。

図11-1 被験者A 図 11-2 被験者B
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図11-3 被験者C 図11-4 被験者D

図11-5 被験者E

(2)着手位置の差

各被験者のロンダート局面の着手位置の差は、以下の通りである(図 12-1から図

12-5参照)。

図12-1 被験者A 図 12-2 被験者B
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図12-3 被験者C 図 12-4 被験者D

図 12-5 被験者E

各被験者のロンダート局面の腰角と着手位置の差をまとめた表は以下の通りである

(表 9参照)。

表 9 ロンダート局面の腰角と着手位置の差

被験者A 被験者B 被験者C 被験者D 被験者E

腰角 ca) 151.2 154.5 143.0 147.3 145.5 

着手位置の差 (0) 31.7 6.4 36.5 10.1 35.1 
」ー

ロンダート局面の腰角は、 148.3士4.580 (最大:154.50 、最小 :143.0
0 

)であり、

着手位置の差は、 23.96:t14.510 (最大:36.50 、最小 :6.40 )であった。

ロンダート局面の腰角は、熟練者の方が未熟練者よりも角度が大きい傾向が見られた。

着手位置の差は、被験者によってばらつきが見られた。

また、側性に関しては被験者によって違い、熟練者間でも相違が見られるため、本研

究では考察の対象としない。
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(3)自己観察報告

ロンダート局面の自己観察報告は以下の通りである(表 10参照)。

表 10 ロンダート局面の自己観察報告

被験者A

被験者 B

被験者C

被験者D

被験者E

第 4節踏み切り局面

(1)踏み切り角度

ロンダートをしっかり起こす。

手をつく時は胸を落とさない。

ロンダートを起こす。

身体を起こす。

手を早くっき、身体を起こす。

各被験者の着足時と離足時の踏み切り角度は、以下の通りである。(図 13-1から図

13-10参照)。

一一惨

図13-1 被験者A 着足時 図13-2 被験者A 離足時

一一惨

図13-3 被験者B 着足時 図13-4 被験者B 離足時
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一一砂

図13-5 被験者C 着足時 図 13-6 被験者C 離足時

一一惨

図 13-7 被験者D 着足時 図13-8 被験者D 離足時

一一惨

図13-9 被験者E 着足時 図 13-10 被験者E 離足時
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(2)腰角

各被験者の着足時と離足時の腰角は、以下の通りである。(図 14-1から図 14-10参

照)。

一一砂

図14-1 被験者A 着足時 図14-2 被験者A 離足時

一一惨

図14-3 被験者B 着足時 図14-4 被験者B 離足時

一一砂

図14-5 被験者C 着足時 図14-6 被験者C 離足時
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一一砂

図14-7 被験者Dの着足時 図14-8 被験者Dの離足時

一一砂

図14-9 被験者Eの着足時 図14-10 被験者Eの離足時
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各被験者の踏み切り局面の踏み切り角度と腰角、およびそれぞれの推移をまとめた表

は以下の通りである(表 11参照)。

表 11 踏み切り局面の踏み切り角度と腰角

被験者A 被験者B 被験者C 被験者D 被験者E

着足時 61.7 60.3 62.0 65.2 61.9 

踏み切り角度 co) 離足時 108.7 110.2 100.7 98.7 101.6 

推移 47.0 49.9 38.7 33.5 39.7 

着足時 155.5 154.0 154.5 159.9 143.7 

腰角 e) 離足時 216.6 216.3 208.6 205.6 203.5 

推移 61.1 62.3 54.1 45.7 59.8 

踏み切り局面の踏み切り角度は、着足時62.22::t1.80 (最大:65.20 、最小:60.30 )、

離足時 103.98::t5.130 (最大:110.20 、最小 :98.70 )であった。腰角は、着足時 153.52

::t5.960 (最大:159.90 、最小 :143.70 )、離足時 210.12::t6.060 (最大:216.60 、

最小 :203.50 )であった。

着足時では、踏み切り角度、腰角ともに被験者全員が概ね同じ角度となった。離足時

では、踏み切り角度、腰角ともに熟練者の方が未熟練者よりも角度が大きい傾向が見ら

れた。

(3)自己観察報告

踏み切り局面の自己観察報告は以下の通りである(表 12参照)。

表 12 踏み切り局面の自己観察報告

被験者A しっかり起こす。

被験者B 起こすときに手も上げる。

被験者C 身体を起こして重心が後方へ行くようにする。

被験者D 身体を起こす。

被験者E 身体を起こして、しっかり踏む。
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第 5節着手局面、離手局面

(1)着手角度、離手角度

各被験者の着手角度と離手角度は、以下の通りである(図 15-1から図 15-10参

照)。

a)着手時

図 15-1 被験者A 図15-2 被験者B

図15-3 被験者C 図15-4 被験者D

図15-5 被験者E
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b)離手時

図15-6 被験者A 図15-7 被験者B

図15-8 被験者C 図15-9 被験者D

図15-10 被験者E
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(2)着手時の手幅

各被験者の着手局面の着手幅は、以下の通りである(図 16-1から図 16-5参照)。

図16-1 被験者A 図16-2 被験者B

図16-3 被験者C 図16-4 被験者D

図16-5 被験者E
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各被験者の着手角度と離手角度、およびそれぞれの推移と、着手時の手幅をまとめた

表は以下の通りである(表 13参照)。

表 13 着手角度と離手角度、着手局面の手幅

被験者A 被験者B 被験者C 被験者D 被験者E

着手角度e) 18.5 15.6 12.6 19 16.8 

離手角度e) 93.5 82.6 112.6 107.4 108.7 

推移e) 75.0 67.0 100.0 88.4 91.9 

手幅 (cm) 42 52 41 35 31 

着手角度は、 16.5:t2.570 (最大:19.00 、最小:12.60 )、離手角度は、 100.96:t12.550 

(最大 :112.6.
0

、最小 :82.60 )であった。また、着手局面の手幅は、 40.2:t7.98 cm 

(最大:52 cm、最小:31 cm)であった。

着手角度、着手時の手幅は、被験者によってばらつきが見られた。離手角度は熟練者

の方が未熟練者よりも角度が小さい傾向が見られた。

(3)自己観察報告

着手局面、離手局面の自己観察報告は以下の通りである(表14参照)。

表 14 着手局面、離手局面の自己観察報告

被験者A 素早く手を着けるようにする。

被験者B 早くまっすぐ手を着く。

着手局面 被験者C 肘が曲がらないように着手しにいく。

被験者D 早く手を着く。

被験者E 早く手を着く。

被験者A 強く着く。

被験者B 離手するだけでなく、跳馬を押す。

離手局面 被験者C 身体を起こす。跳馬を見る。

被験者D 肘を曲げない。

被験者E 身体を起こす。

47 



第 1節審判員による評価

(1)被験者A

第 6章考察

被験者Aは、 5名の被験者の中で最も実施減点が少なかった。審判員による他者観察

においては、上昇力とスピードに欠けているとの報告があるものの、 3名中 2名が雄大

であると報告しており、「ユルチェンコ」を高いレベルで習得しているものと考えられ

る。

(2)被験者B

被験者 Bは、被験者Aに次いで、実施減点、が少なかった。審判員による他者観察にお

いては、高さと姿勢に関する減点要素が報告されているが、 3名中 2名の審判員が実施

に勢いがあると報告しており、姿勢の等の細部においての洗練は必要であるが、「ユル

チェンコ」を習得しているものと考えられる。

(3)被験者C

被験者Cは、被験者A，被験者Bに次いで実施減点、が少なかった。審判員による他者

観察においては、肯定的な報告は見られなかった。屈身姿勢に近く、高さ、回転力が欠

けた実施で、跳馬上での停止が見られるとの報告もある。被験者Cは、「ユルチェンコ」

をまだ習得しきれておらず、未熟練であると考えられる。

(4)被験者D、被験者E

被験者D、被験者Eともに、実施減点、が他の被験者に比べ非常に多い結果となった。

審判員による他者観察においては、審判員全員が屈身姿勢に近い実施と報告している。

高さ、距離が欠けているとの報告が多く、被験者 C と同様に跳馬上での停止が見られ

るとの報告もある。被験者D、被験者Eは、「ユルチェンコ」を習得じておらず、また、

実施減点の多い実施であることから、未熟練であると考えられる。

第2節助走速度

(1)速度変化

助走の速度変化は、熟練者、未熟練者間に差が見られた。熟練者は助走の最後まで加

速し続け、ロンダート局面に入る直前で最高速度を示している。これは助走速度に関す

る先行研究においても同様に示されている 43)。一方、未熟練者はロンダート局面の手前

1m.--....-2mにおいて減速が見られた。跳馬を除いた全力疾走では被験者全員が、最後まで
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者は、下体を過度に振り上げ、反った状態で着手することで、身体が直線上から大きく

逸脱しているものと考えられる。本実験の熟練者と同様に身体が直線上に近い状態での

着手は「ユルチェンコ」を実施するうえでのー要因であるとは考えられるが、両手を一

直線上に着手するためには、身体が直線に近い姿勢が求められる 42)とあることから、

身体が直線上に近いか否かは、着手位置に影響するのか、または「ユルチェンコ」の習

得に直接的に影響するのか、さらなる考察が必要で、あると考える。

(2)着手位置の差

ロンダート局面の着手位置の差は、被験者Bが 6.4
0

、被験者 Dが 10.1
0

と非常に

直線上に近い状態での着手となったが、その他の被験者には顕著な差は見られなかった。

ロンダートは両手を一直線上に着くのが理想的で、ある 42)46)ことから、被験者B、被験

者 D のロンダートは理想、的な運動構造であると言える。その他の被験者のように先に

着手した手の位置より、腹側に後に着手した手がある着手は、胸が落ちてスピードを止

めてしまう 46)とあり、被験者Bは自己観察報告(表 9)において「胸を落とさない」

と意識をしているが、最も高いレベルで「ユルチェンコ」を習得している被験者Aも着

手が一直線上ではないことから、「ユルチェンコ」の習得において大きな要因ではない

と考えられる。また、前述した着手時の腰角においても、直線上に近い状態である被験

者Aが、着手位置は一直線上ではないため、腰角と着手位置に相互性はなく、「ユルチ

エンコ」の習得において重要な要因とはならないと考えられる。

第4節踏み切り局面

(1)着足時

着足時の踏み切り角度、および腰角では、熟練者、未熟練者間に顕著な差は見られな

かった。自己観察報告(表 10、表 12参照)において、被験者全員が「身体を起こす」

と共通の意識をしていることから、着足時では差が見られなかったものと考えられる。

(2)離足時

離足時の踏み切り角度は、熟練者、未熟練者聞に差が見られた。熟練者は 109.45:t

1.050 であるのに対して、未熟練者は 100.3:t1.480 であった。踏み切り局面は、助走

による水平方向への速度が鉛直方向への速度に変換され、鉛直方向への速度は踏み切り

局面でのみ獲得できる 45)ことから、熟練者は離足時の身体の角度によって、水平方向

の勢いを維持しつつ一部を鉛直方向へと変換しているものと考えられる。一方、未熟練
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者は床面に対して垂直に近い状態で離足していることで、熟練者よりも多くの水平方向

への勢いを鉛直方向への勢いに変換してしまっているものと考えられる。他者観察にお

いて、被験者D，被験者Eは、「距離に欠けている」と報告されていることから、水平方

向の勢いを鉛直方向へ多く変換したことにより距離が出ず、跳馬に近い実施となってい

るものと考えられる。図 18は熟練者と未熟練者の離足時を比較したものである。

一一一被験者A

.被験者D

図18 被験者Aと被験者Dの離足時

また、離足時の腰角においても、熟練者、未熟練者間に差が見られた。熟練者は 216.45

:!::O.210 であるのに対して、未熟練者は 205.9:!::2.560 であった。熟練者は助走の勢い

を保持し、回転力を得るために、離足時に身体全体を後傾させるうえで上体の背屈動作

が生じているものと考えられるが、未熟練者はその背屈動作も少なかった。身体を弓な

りに反って着手を迎えることが重要な要素であり 26)、運動の先取りの観点からも、複雑

な運動をスムーズに行ううえで重要である問。着手局面という次の動作を先取り、上体

の背屈を予備動作として行うことで、合目的に運動を行うことができているものと考え

られる。

これらのことから、離足時に上体を弓なりに背屈させることは「ユルチェンコ」を実

施するうえで重要な要因であると考えられる。

(3)着足から離足にかけての推移

着足から離足にかけての踏み切り角度の推移では、熟練者、未熟練者間に差が見られ

た。熟練者は着足から離足にかけて進行方向へ身体が後傾していることがわかる(図 19

-1参照)。推移を角度にすると、 48.45士2.050 となった。踏み切り時の身体の角度の
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大きさが第 2空中局面の滞空時間に影響し 48)、踏み切り時の回転力の獲得が第 2空中

局面の勢いに影響する 45)ことから、熟練者は着足から離足にかけて身体を大きく後傾

することで、助走の勢いを保持し、さらに回転力の獲得を図っているものと考えられる。

一方、未熟練者の着足から離足にかけての推移を角度にすると、 37.3:::t3.330 となり、

熟練者に比べ推移が小さいことがわかる (19-2参照)。よって、前述の通り助走の勢

いの多くを変換し、また、進行方向への身体の後傾を抑制していることで、回転力が不

足しているものと考えられる。先行研究では、ロンダートからの踏み切りにおいて、ロ

ンダート後の踏み切り時に後方への移行をスムーズにすることで、速度が減速すること

なく後転とびにつながり 25)、踏み切り時に身体の重心が踏み切り位置よりも後方にあ

ることが重要である 37)とある。運動伝導の観点、から見ると、上肢を初めに後方へと引

き上げ、それを胴体へと伝統させた結果が、練者の離足時に見られる背屈動作に現れて

いるものと考えられる。腕から胴体への伝導は、「胴体の運動のスピードにプラスにな

る」とマイネル 19)は述べており、未熟練者は胴体への伝導がうまくいかず、勢いを得

ることができていないものと考えられる。着足から離足にかけて、上肢から胴体へと運

動を伝導させ、さらに身体全体を後傾させたうえで、離足時には背屈することが、後方

への勢いを得るために有効であると考えられる。

これらのことから、前述の離足時の上体の背屈に加えて、踏み切り局面において着足

から離足にかけて身体を大きく後傾させることが「ユルチェンコJを実施するうえで重

要な要因であると考えられる。

図19-1 被験者Aの身体の推移 図19-2 被験者Dの身体の推移
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また、着足から離足にかけての腰角の推移では、被験者Dが45.70 と極端に推移が

少ない結果となったが、その他の被験者には顕著な差は見られなかった。

第5節着手局面、離手局面

(1)着手角度、離手角度

着手角度は、熟練者、未熟練者聞に顕著な差が見られなかった。自己観察報告(表 14

参照)において、被験者の多くが「早く手を着く」との意識していることから、着手時

には差が見られなかったものと考えられる。着手時に身体の角度が小さいと、第2空中

局面の滞空時聞が長くなる 48)ことから、手を早く着きにいくことは有効であるが、本

実験においては熟練者、未熟練者ともに、 16.5:i::2.570 と概ね同様の角度での着手とな

った。

離手角度は、熟練者、未熟練者聞に差が見られた。熟練者は 88.05:i::7.710 であるの

に対して、未熟練者は 109.60 :i::2.7rであり、熟練者は身体が跳馬上に対してより垂

直に近い状態で離手している。本実験において、垂直に近い状態での離手が有効である

との結果となり、離手時のとび出し角度が大きいことが、減点の少ない第2空中局面の

実施の要因であると述べている先行研究 41)と類似した結果となった。離手持では上方

への速度が大きいことが「ユルチェンコ」の指導のうえでの要点 41)であることから、

足先が最も高い位置となる垂直に近い姿勢で離手を行うことで、熟練者は上方への速度

を維持し、それが「ユルチェンコ」の第2空中局面の高さへとつながっているものと考

えられる。金子 10)も、離手は「鉛直線以前であることが望ましい」と述べており、ひ

ねりを伴わない着手という点で「ユルチェンコ」も類似しており、鉛直線に近い離手、

すなわち離手角度が小さく、垂直に近い状態での離手が「ユルチェジコ」を実施するう

えで重要な要因であると考えられる。図 20は熟練者と未熟練者の離手時を比較したも

のである。
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図20 被験者Bと被験者 Cの離手時

また、着手から離手にかけての推移では、熟練者、未熟練者聞に差が見られた。熟練

者は着手から離手にかけて少ない推移で実施していることがわかる(図 21-1参照)。

推移を角度にすると、 71.00::t5.650 となった。 一方、未熟練者は着手から離手にかけて

身体が大きく推移していることがわかる (図 21-2参照)。推移を角度にすると、 93.4

::t5.950 となり、熟練者よりも大きく推移していた。本研究の踏み切り局面において、

熟練者は水平方向への勢いを維持しつつ一部を鉛直方向へと変換しているとの考察に

より、着手局面においては、鉛直方向への勢いを維持しているものと考えられる。この

ことから、踏み切り局面において鉛直方向へ跳び上がりすぎず、着手局面を低い姿勢で

行うことが可能となり、その後の離手局面において鉛直方向への勢いを維持し、雄大な

第 2空中局面へと運動を継続しているものだと考えられる。未熟練者は踏み切り局面で

水平方向への勢いの多くを鉛直方向へと変換しているため、離手局面でブk平方向への勢

いを補う必要があるが、着手局面の後からでは補いきれず、結果として他者観察で報告

されているように、距離に欠けた実施につながっていると考えられる。また、未熟練者

は「跳馬上での停止が見られる」と報告されており、これは運動流動の観点、からも、運

動の経過の中で停滞が現れると、勢いの消耗が高まり、スムーズさに欠けた運動となる

問。熟練者には全体の運動の勢いに急激な変化は見られないが、未熟練者は跳馬上に着

手している問、上体の勢いが減退している。急な速度の変化がある場合は運動流動がう

まく行われていない状態であり、勢いが減少してしまっているものと考えられる。さら
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に、跳馬上に着手している時聞が熟練者よりも長いことによって、上体は停滞している

一方で、下腿は進行方向へと流れていっており、結果として離手角度が大きくなってい

る。垂直に近い状態での離手は、短い着手時間により可能となると考えられる。

図21-1 被験者Bの身体の推移

(2)着手時の手幅

図21-2 被験者Cの身体の推移

着手局面での手幅は、被験者Bが52cmとその他の被験者よりも極端に広いが、その

他の被験者には顕著な差は見られなかった。着手局面においては、上体の角度や、速度

の重要性を述べている研究は散見できるものの、手幅についての研究は見られなかった。

また、近年のアメリカの選手に見られる外手着手 4)は本研究の対象となった被験者には

見られなかった。第2空中局面の高さ、距離、回転に影響を与える着手局面では、身体

がなす角度や、速度が重要で、あり、極端に広げたり狭めたりすることなければ手幅は大

きな要因とならないものと考えられる。それぞれの選手が最も跳馬を突き離しやすい手

幅で実施をすることが重要であり、本研究では手幅における「ユルチェンコ」の習得に

関与する要因は見られなかった。

第 6節追加実験について

先に行った実験の考察をもとに、得られた熟練者の技術の傾向を未熟練者に還元し、
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1ヵ月の期間を設けて再度撮影を行った。

未熟練者に還元した熟練者の技術の傾向は、以下の 4項目である。

a)助走を最後まで減速しないで実施すること。

b)踏み切り局面では着足から離足にかけて身体を大きく後傾させること。

c)踏み切り局面の離足時では上体を背屈させること。

d)着手している時間を短くし、身体が垂直に近い状態で離手すること。

なお、助走局面に関しては短期間での改善は難しいと考えられるため、本実験におい

ては測定をせず、デジタルビデオカメラ (EX-FH25、CASIO社製)による映像のみを

資料とし、考察を行った。

(1)他者観察報告

先に行った実験と同様に 3名の審判員により実施減点を算出し、他者観察報告を行っ

た。 3名の審判員による各被験者の実施減点、は以下の通りである(表 15参照)。

表 15 実施減点、および先行の実験時との差

被験者C 被験者D 被験者EI

決定点 13.400 12.800 12.800 

決定点
13.100 12.600 12.700 

(先行の実験時)

差 0.300 0.200 0.100 
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また、 3名の審判員による他者観察報告は以下の通りである(表 16参照)。

表 16 他者観察報告

被験者C 被験者D 被験者E

審
高さ、距離が不十分で、 着手時から着地まで腰が

判 突きがなく屈身に近い実
雄大さに欠ける。屈身に 曲がっている。屈身に近

員 施。
近い実施。 い実施。

X 

着手時の腰曲がりがあ
審 全体的に勢いがあり、伸 勢いがあるが、第2空中

り、第2空中局面の上昇
判 身姿勢に近くなった。着 局面の高さと距離の雄大

もなく、雄大性に欠け
員 手後の上昇に欠けてい 性に欠ける。屈身に近い

る。屈身に近い実施であ
Y る。 実施である。

る。

審
やや屈身姿勢だが、まと

判 屈身に近い実施で、高さ 屈身姿勢が目立ち、スピ
まっている。迫力がもう

~仁，コ、ヨ、 と距離に欠ける。 ード、迫力に欠ける。
少し欲しい。
Z 

審判員による採点では、僅かではあるが被験者全員が先行の実験時より実施減点、が少

なくなった。これは熟練者の技術的傾向を還元した 1ヵ月間の期間で、未熟練者が意識

を持って練習を行うことで「ユルチェンコ」の技術の向上が見られたものと考えられる。

練習量の増減、試合の有無、気候等、他の要因が関与しているものの、「ユルチェンコ」

の技術が向上した要因の一つに、本実験の考察の結果が関与していると考えられる。し

かし、他者観察において「屈身に近い実施」と報告されているのが現状であり、伸身姿

勢の向上に関しては、さらなる研究が必要で、あると考える。
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(2)踏み切り角度

各被験者の着足時の踏み切り角度と離足時の踏み切り角度は、以下の通りである(図

22-1から図 22-6参照)。

一一砂

図22-1 被験者C 着足時 図22-2 被験者C 離足時

一一惨

図22-3 被験者D 着足時 図22-4 被験者D 離足時

一一砂

図22-5 被験者E 着足時 図22-6 被験者E 離足時
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各被験者の踏み切り局面の踏み切り角度と推移、および先行の実験結果との差をまと

めた表は以下の通りである(表 17参照)。

表 17 踏み切り角度と推移、および先行の実験との差

被験者C 被験者D 被験者E

着足時 64.1 62.2 63.9 

踏み切り角度 (0) 離足時 105.4 104.0 104.7 

推移 41.3 41.8 40.8 

着足時 62.0 65.2 61.9 
先行の実験での

離足時 100.7 98.7 101.6 
踏み切り角度 e) 

推移 38.7 33.5 39.7 

着足時 2.1 -3.0 2.0 

先行の実験との差 e) 離足時 4.7 5.3 3.1 

推移 2.6 8.3 1.1 

離足時の踏み切り角度は、追加実験では 104.7::!:0.7。 となり、先行の実験時より

4.4::!:1.140 大きくなった。特に差が大きかった被験者Dは自己観察において、「離足す

るのを少し待つ」と報告しており、この意識によって被験者 D は踏み切り時に身体を

少し後傾させているものと考えられる(図 23参照)。離足時に身体を後傾させることに

より、先行の実験時より助走の勢いを保持し、回転の勢いを獲得しやすくなったものと

考えられる。

一一一追加実験

・先行の実験

図23 被験者D
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(3)腰角

各被験者の踏み切り局面の離足時の腰角は、以下の通りである(図 24-1から図 24

-3参照)。

図24-1 被験者C 図24-2 被験者D

図24-3 被験者E

各被験者の踏み切り局面の離足時の腰角と、先行の実験結果との差をまとめた表は以

下の通りである(表 18参照)。

表 18 離足時の腰角と先行の実験との差

被験者C 被験者D 被験者E

腰角 ca) 219.0 210.2 207.4 

先行の実験での腰角 co) 208.6 205.6 203.5 

先行の実験との差 ca) 10.4 4.6 3.9 

離足時の腰角は、追加実験では 212.2:I:6.05。となり、先行の実験時より全体的に大

きくなった。前述の踏み切り角度の増大によって、ロイター板に接地している時聞が先

行の実験時より長くなり、上体を背屈させることで弓なりの姿勢になり、熟練者に見ら

れる着手局面のための予備動作の習得に近づいたものと考えられる。
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(4)着手角度、離手角度

各被験者の着手角度と離手角度は、以下の通りである(図25-1から図25-6参照)。

一一砂

図25-1 被験者C 着手時 図25-2 被験者C 着手時

一一砂

図25-3 被験者D 着手時 図25-4 被験者D 離手時

一一砂

図25-5 被験者E 着手時 図25-6 被験者E 離手時
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各被験者の着手角度と離手角度、先行の実験結果との差をまとめた表は以下の通りで

ある(表 19参照)。

表 19 着手角度、離手角度とその推移、および先行の実験との差

被験者C 被験者D 被験者E

着手角度 20.6 17.8 20.5 

追加実験e) 離手角度 104.0 100.2 97.5 

推移 83.4 82.4 77.0 

着手角度 12.6 19.0 16.8 

先行の実験e) 離手角度 112.6 107.4 108.7 

推移 100.0 88.4 91.9 

着手角度 8.0 -1.2 3.7 

先行の実験との差 e) 離手角度 -8.6 摘7.2 -11.2 

推移 -16.6 -6.0 -14.9 

離手角度は、追加実験では 100.6::t3.270 となり、先行の実験より 9.0::t2.020 小さく

なった。また、着手から離手にかけての推移は 80.9::t3.440 となり、先行の実験より

12.5士5.690 IJ、さくなった。

離手角度が最も小さくなった被験者E(図26参照)は、自己観察において、「着手か

ら離手までの時間を短くする」と報告しており、その意識が離手角度の縮小につながっ

たものと考えられる。被験者全員が、先行の実験よりも垂直に近い状態での離手になっ

ており、第2空中局面の高さと勢いの向上につながっているものと考えられる。
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一一一追加実験

-先行の実験

図26 被験者 E

また、着手から離手にかけての推移が最も小さくなった被験者 c(図 27-1から図

27-3)は、自己観察において、研究の対象となった跳躍を「着手している時間が短か

った」と報告しており、着手している時間を短くする意識を持っているものと考えられ

る。着手している時間が短くなり、身体の推移が小さくなることで、身体が離手時に垂

直に近い状態となり、水平方向への勢いが鉛直方向へと変換され、第2空中局面の雄大

さの向上につながっているものと考えられる。

図27-1 被験者c(追加実験) 図27-2 被験者c(先行の実験)
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一一一追加実験

・先行の実験

図27-3 被験者c(比較)
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第7章結論

本研究により、「ユルチェンコ」を実施するうえで有効な技術として、以下のことが

示唆された。

1.助走局面において、最後まで減速することなく、最高速度でロンダート局面に入る

こと。

2.踏み切り局面において、着足から離足にかけて身体を大きく後傾させ、上体を背屈

させること。

3.着手局面、離手局面において、着手している時間を短くし、身体が垂直に近い状態

で離手すること。

これらの知見を現場に還元することによって、「ユルチェンコ」の習得に貢献できる

ものと考えられる。
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第8章要約

本研究で取り上げる「ユルチェンコ」は、 1982年に旧ソ連のユルチェンコ選手によ

って発表された。当時、男子では容認されない技であったが、多くの女子選手の主流

の技となり、長体軸回転を加えることを中心にして急速に発展してきた。

2016年に行われた第31回オリンピック競技大会において、女子種目別跳馬の決勝

に進出した 8名のうち 5名が「ユルチェンコ」技群を実施していた。同年に行われた

第 69回全日本体操種目別選手権大会においても、女子跳馬の決勝に進出した選手8名

のうち 5名が「ユルチェンコ」技群を実施していた。近年、国際的には「ユルチェン

コ2回半ひねり」を実施する選手が増加してきているが、日本国内では現在、「ユルチ

エンコ 2回半ひねり」を実施している選手は見られず、「ユルチェンコ 2回ひねり」を

実施している選手が散見できる程度に留まっている。高難度の技を跳躍するために必

要となる、第2空中局面での宙返りの雄大さが欠けていることが、国際的なレベルか

ら日本の選手が遅れをとっている要因であると考えられる。

そこで本研究は、高難度の「ユルチェンコ」技群を実施するための基本となる「ユ

ルチェンコ」の技術解明を目的とした。

被験者として、「ユルチェンコ」技群を実施している女子選手を 5名選出し、その試

技をデジタルビデオカメラで撮影した。得られた映像をもとに、各被験者の試技をモ

ルフォロギー的観点、から比較考察を行った。また、レーザー式速度測定装置を用い

て、助走速度の測定をし、考察を行った。

本研究により、「ユルチェンコ」を実施するうえで有効な技術として以下のことが示

唆された。

1.助走局面において、最後まで減速することなく、最高速度でロンダート局面に入る

こと。

2.踏み切り局面において、着足から離足にかけて身体を大きく後傾させ、上体を背屈

させること。

3.着手局面、離手局面において、着手している時間を短くし、身体が垂直に近い状態

で離手すること。
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A Study of the Technica1 Skills for the “Round -off， flic-flac on -stretched salto 

backward off" Vault. 

Tomoki TAKANO 

Abstract 

The “Round -off， flic-flac on -stretched salto backward off" vault， common1y known as 

the Yurchenko， was first performed by Nata1ya Yurchenko， a Soviet gymnast， in 1982. At 

that time， this vault was not common1y performed in men's competition， but quickly 

became popu1ar in women' s gymnastics， developing rapid1y with the addition of twists. 

At the 31st 01ympic Games in 2016， five of the eight peop1e who competed in the 

women's vault fina1 performed a Yurchenko vault， and in the same year， at the 69th All-

]apan Gymnastics Championship， five of the eight competitors in the women's vault fina1 

a1so performed a Yurchenko vault. In recent years， athletes ab1e to perform a YU1・chenko

vault with two and a half twists are increasing a1・oundthe globe; however， currently no 

Japaneses athletes are able to perform a Yurchenko with two and a half twists， and as a 

result， are falling behind on the international stage. 

This study ana1yzes the basic skills required for a Yurchenko in order to understand the 

core elements of a high-level Yurchenko vault. 

Five women who can perform at 1east a basic Yurchenko vault were se1ected as test 

subjects and recorded with a digita1 camera. Each test subject was compared 

morphologically， and each subject' s run was measured using a laser measuring system. 

This research found the following items to be essetntial for performing a Yurchenko 

vault. 

1. During the run phase， do not s10w down at the end; enter the round -off at maximum 

speed. 

2. In the pre-flight phase， lean the body back significantly towards the vaulting table， with 

a slight arch from the hips and chest. 
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3. In block-phase， push off from the vaulting table as quickly as possible and block off of 

the table wIth the body close to vertIcal. 
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